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部
外
秘大
学
管
理 ､」

の

問
題
点



を
各
学
部
部
局
に
お
い
て
検
討
さ
れ
る
際
の
参
考
資
料
と
し
て
、
学
部
長
会
議
に
お
い
て
作
成
し
た
も
の
で
あ

》（》○

理
し
、
一
応
の
解
説
を
し
た
も
の
で
あ
り
、
国
立
大
学
協
会
『
大
学
の
符
理
運
営
に
関
す
る
中
間
報
告
（
案
）
」

こ
の
『
大
学
管
理
の
問
題
点
』
は
、
す
で
に
送
付
し
た
諸
資
料
に
基
づ
き
、
大
学
管
理
に
関
す
る
問
題
点
を
轄

＆
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問
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九
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二
基
本
的
問
題

一
大
学
管
理
問
題
の
経
過

(1)

②
機
関
の
幟
成
と
権
限
…
…
…
…
…
…
…
…
：
…
…
：
…
…
：
…
…
：
…
…
…
…
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…
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一
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一
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③
い
わ
ゆ
る
大
学
差
別
化
の
問
題
…
・
…
。
：
：
：
：
…
…
…
…
…
：
…
…
：
…
…
：
：
：
…
：
：
…
：
…
：
…
：
｛
一
七
）

②
い
わ
ゆ
る
法
制
化
の
問
題
…
…
…
…
…
…
：
…
：
．
…
…
…
…
…
：
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
（
一
一
一
一
｝

Ⅲ
大
学
管
理
と
大
学
の
自
治
…
…
…
…
…
：
…
：
…
…
…
・
…
…
…
…
…
：
…
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
（
一
○
）

Ⅲ
教
授
会

目
教
員
・
学
部
長
・
学
長
の
任
命
（
い
わ
ゆ
る
拒
否
権
に
つ
い
て
）

Ⅲ
教
員
の
選
考
回
学
部
長
の
選
考
川
学
長
の
選
考

教
員
・
学
部
長
・
学
長
の
選
考
と
任
命
…
：
…
…
…
：
．
…
…
：
．
：
：
…
…
…
：
…
…
…
…
…
…
：
：
…
（
一
九
）
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一
大
学
管
理
問
題
の
経
過

了
と
な
り
、
現
在
大
学
の
櫛
蝿
一
運
営
に
つ
い
て
は
教
育
公
務
員
特
例
法
、
学
校
教
育
法
等
の
中
に
若
干
の
規
定
が
お

所
掲
）
・
文
部
省
は
昭
和
一
一
一
五
年
に
い
た
り
、
中
央
教
育
審
議
会
｛
中
教
審
）
を
設
け
、
こ
れ
に
大
学
教
育
の
改
善
に

↓
、
そ
の
第
一
常
置
委
員
会
で
大
学
の
管
理
運
営
に
関
す
る
問
題
を
検
討
し
、
同
委
員
会
は
昭
和
一
一
一
六
年
二
月
一

か
れ
、
ま
た
、
評
議
会
に
つ
い
て
は
文
部
省
令
で
暫
定
的
に
簡
単
な
規
定
が
お
か
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
（
資
料
３

第
二
ハ
特
別
委
員
会
て
審
議
中
の
と
こ
ろ
、
同
委
員
会
の
原
案
と
称
せ
ら
れ
る
も
の
が
昭
和
一
一
一
七
年
六
月
二
一
日
の

七
日
の
中
間
報
告
案
を
作
成
し
た
（
資
料
２
）
。
ま
た
、
日
本
学
術
会
議
も
昭
和
一
一
一
七
年
五
月
二
日
、
大
学
管
理

新
聞
紙
上
に
掲
載
さ
れ
た
（
資
料
全
。
こ
の
中
教
審
の
原
案
に
は
、
文
部
大
臣
・
学
長
。
学
部
長
の
権
限
を
強
化

つ
い
て
諮
問
し
、
そ
の
一
つ
と
し
て
大
学
の
管
理
運
営
に
つ
い
て
の
検
討
を
委
嘱
し
た
。
国
立
大
学
協
会
に
お
い
て

の
具
体
案
を
具
し
て
総
理
大
臣
に
対
し
て
勧
告
を
行
な
っ
た
（
資
料
３
）
。
中
教
審
は
前
述
の
諮
問
に
応
じ
、
そ
の

政
府
は
昭
和
一
一
六
年
国
立
大
学
管
理
法
案
及
び
公
立
大
学
管
理
法
案
を
国
会
に
提
出
し
た
が
、
い
ず
れ
も
審
議
未

１



科
８
）
を
は
じ
め
各
方
面
か
ら
多
く
の
意
見
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。

大
学
の
意
見
を
求
め
た
の
ち
、
九
月
中
旬
の
総
会
で
国
立
大
学
協
会
の
意
見
を
最
終
的
に
決
定
す
る
こ
と
に
左
つ

左
解
決
は
不
可
で
あ
る
と
い
う
会
長
の
談
話
を
発
表
す
る
と
と
も
に
（
資
料
且
、
大
学
の
管
理
運
営
に
関
す
る
国

問
題
に
つ
い
て
大
学
関
係
者
の
関
心
が
高
ま
っ
た
。
昭
和
一
一
一
七
年
六
月
二
二
日
国
立
大
学
協
会
は
こ
の
問
題
の
早
急

挙
に
さ
い
し
、
池
田
内
閣
が
大
学
管
理
運
営
制
度
の
改
善
を
そ
の
政
策
の
一
つ
と
し
て
取
り
上
げ
る
に
及
び
、
こ
の

た
。
中
教
審
は
そ
の
意
見
を
聞
い
た
上
で
慎
重
に
審
議
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

立
大
学
協
会
の
意
見
を
取
り
ま
と
め
て
、
中
教
審
に
具
申
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
国
立
大
学
協
会
で
は
、

そ
の
第
一
常
置
委
員
会
に
お
い
て
中
間
報
告
案
を
作
成
し
、
七
月
末
各
国
立
大
学
に
そ
の
案
を
送
付
し
て
、
各
国
立

し
、
教
授
会
・
評
議
会
の
権
限
を
制
限
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
が
、
昭
和
一
一
一
七
年
七
月
一
日
の
参
議
院
選

の
大
学
管
理
運
営
改
善
協
議
会
の
中
間
報
告
（
資
料
７
）
が
ま
と
め
ら
れ
、
ま
た
、
大
学
基
準
協
会
の
意
見
書
（
資

備
考

な
お
、
中
教
審
の
原
案
が
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
以
後
、
大
学
管
理
運
営
問
題
に
つ
い
て
、
昭
和
三
七
年
七
月
六
日

Ｄ
＝



Ⅲ
中
央
教
育
審
議
会
（
中
教
審
）
は
文
部
省
設
置
法
に
よ
り
設
け
ら
れ
た
審
議
会
で
あ
っ
て
、
「
文
部
大
臣
の
諮

問
に
応
じ
て
、
教
育
、
学
術
又
は
文
化
に
関
す
る
基
本
的
な
重
要
施
策
に
つ
い
て
調
査
審
議
し
、
及
び
こ
れ
ら
の

事
項
に
関
し
て
建
議
す
る
」
こ
と
を
そ
の
任
務
と
し
、
委
員
は
一
一
○
名
以
内
》
て
あ
っ
て
、
内
閣
の
承
認
を
経
て
任

命
さ
れ
る
。
そ
の
所
櫛
は
文
部
省
調
査
局
で
あ
る
。

中
教
審
委
員

○
天
野
貞
祐
（
元
文
部
大
臣
）

○
大
浜
信
泉
（
早
大
総
長
一

大
原
総
一
郎
｛
倉
敷
レ
ー
ヨ
ン
社
長
）

○
奥
井
復
太
郎
｛
慶
大
教
授
）

○
和
達
清
夫
百
本
学
術
会
議
会
長
）

○
茅

誠
司
（
東
大
総
長
）

○
河
原
春
作
｛
元
文
部
次
官
）

○
木
下
一
雄
（
東
京
都
教
育
委
員
会
委
員
長
）

３



○
岩
下
富
蔵
百
比
谷
高
校
校
長
｝

○
諾
井
貫
一
（
秩
父
セ
メ
ン
ト
社
長
｝

○
森
戸
辰
男
（
広
島
大
学
長
｝

○
松
下
正
春
｛
立
大
総
長
）

○
紬
川
隆
元
（
評
論
家
）

○
細
川
潤
一
郎
｛
麻
布
高
校
校
長
｝

○
波
多
野
勤
子
｛
著
述
家
）

○
高
橋
雄
教
｛
読
売
新
聞
副
社
長
）

桑
原
幹
根
｛
愛
知
県
知
事
｝

矢
部
貞
治
（
拓
大
総
長
）

小

鈴
木
虎
秋
（
港
区
立
白
金
小
学
校
）

」

林
茂
（
千
代
田
区
立
一
橋
中
学
校
校
長
）

Ｐ
・
ロ

４

／



⑭
国
立
大
学
協
会
と
は
、
「
国
立
大
学
相
互
の
緊
密
な
連
絡
と
協
力
に
よ
り
、
そ
の
振
興
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

中
教
審
第
一
六
特
別
委
員
会
委
員

響
は
そ
の
第
一
常
置
委
員
会
小
委
員
会
て
起
草
さ
れ
、
第
一
附
世
委
員
会
で
決
定
さ
れ
た
も
の
が
七
Ｎ
木
各
国
立

的
と
す
る
」
全
国
国
立
大
学
の
団
体
で
あ
る
（
櫛
成
員
は
国
立
大
学
で
あ
る
）
。
大
学
符
川
問
題
に
対
す
る
意
見

前
把
○
印
の
ほ
か
に
臨
時
委
員
と
し
て
左
の
諸
氏
が
加
わ
る

一
主
査
森
戸
辰
男

両
坂
兀
顕
（
東
京
学
芸
大
学
長
）

清
家

正
（
都
立
工
業
短
大
学
良
一

梶
井

香
川
冬
夫
（
愛
媛
大
学
長
）

前
田
陽
一
（
東
大
教
授
）

日
岡
策
四
郎
｛
国
際
キ
リ
ス
ト
教
大
数
授
一

副
査
木
下
一
雄
）

Ｍ１リ

（
科
学
技
術
会
議
議
長
）

５



大
学
に
配
付
さ
れ
た
。

第
一
常
置
委
員
会
委
員

○
平
沢

興
（
京
大
）

○
三
雲
孜
即
（
山
梨
大
）

○
久
米
又
三
｛
お
茶
の
水
大
｝

○
本
田
弘
人
｛
熊
本
大
）

○
野
村
武
術
（
三
重
大
）

○
香
川
冬
夫
（
愛
媛
大
）

伊
藤
武
男
（
信
州
大
｝

福
田
敬
太
郎
（
神
戸
大
）

市
川
禎
治
｛
山
口
大
）

今
中
次
麿
（
佐
賀
犬
）

６



第
一
常
置
委
員
会
小
委
員
会

前
記
○
印
の
ほ
か
、
第
一
常
置
委
員
会
専
門
委
員
の
左
の
三
氏
が
小
委
員
会
に
加
わ
る
（
委
員
焚
平
沢
興
）

○
大
山
義
年
｛
東
工
大
）

○
関
口

勲
｛
山
形
大
｝

雄
川
一
郎
（
東
大
教
授
）

久
保
正
幡
（
東
大
教
授
）

相
良
惟
一
（
京
大
教
授
）

後
藤

清
（
和
歌
山
大
）

樋
口
盛
一
（
岩
手
大
｝

石
橋
雅
義
（
金
沢
大
）

渡
辺
万
次
郎
（
秋
田
犬
）

加

茂
儀
一
（
小
樽
商
大
）

ロ

７



剛
大
学
管
理
運
営
改
善
協
議
会
は
文
部
省
大
学
学
術
局
所
管
の
委
員
会
で
あ
っ
て
、
大
学
の
管
理
運
営
の
改
善
に

資
す
る
た
め
、
問
題
点
の
検
討
と
実
態
調
査
を
行
な
う
こ
と
を
そ
の
任
務
と
す
る
。

協
議
会
委
員
会
奨
日
商
鑓
四
郎
（
国
際
キ
リ
ス
ト
教
大
教
授
）

副
会
長
佐
々
木
吉
郎
一
明
大
総
長
）

嘉
治
隆
一
（
朝
日
新
聞
社
友
）

須
川
義
弘
一
元
名
古
屋
大
事
務
局
長
）

－－■_－

１+=U

IiTDJ
黒
川
利
雄
一
東
北
大
学
長
）

阿

関
口

勲
｛
山
形
大
学
長
）

永
井
雄
三
郎
（
東
京
都
京
大
学
及
｝

田
中
二
郎
（
東
大
教
授
）

坂
正
顕
（
東
京
学
芸
大
学
長
）

部

義
謙
（
電
気
通
信
大
事
務
局
長
）

８



Ⅲ
大
学
基
準
協
会
と
は
国
公
私
立
大
学
を
構
成
員
と
す
る
財
団
法
人
で
あ
っ
て
、
「
内
外
の
大
学
に
関
す
る
調
査

研
究
を
行
な
い
、
我
国
に
お
け
る
大
学
の
質
的
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
大
学
教
育
の
国
際
協
力
に
貢
献
す
る
こ

兄
の
発
表
を
行
な
う
こ
と
を
も
そ
の
任
務
と
す
る
。
同
協
会
に
対
す
る
東
大
の
代
表
者
は
安
藤
良
雄
教
授
で
あ
る

な
っ
て
い
る
。
大
学
設
置
審
議
会
委
員
の
推
薦
、
そ
の
他
、
文
部
省
等
の
求
め
に
応
じ
、
ま
た
は
自
ら
進
ん
で
意

と
」
を
目
的
と
す
る
。
一
定
の
水
準
以
上
の
大
学
五
一
校
が
そ
の
維
持
会
員
で
あ
り
、
一
四
一
校
は
賛
助
会
員
と

が
、
協
会
内
に
設
け
ら
れ
て
い
る
「
大
学
制
度
研
究
委
員
会
」
に
は
吉
識
雅
夫
教
授
と
安
藤
教
授
が
参
加
し
て
い

る
Ｃ

永
田
菊
四
郎
百
大
総
長
）

村
上
俊
亮
三
門
山
学
院
大
教
授
）

1１１

松
坂
佐
一
（
名
古
屋
大
学
長
）

野
雅
三
（
東
大
助
教
授
）

９



一
一
基
本
的
問
題

Ⅲ
大
学
管
理
と
大
学
の
自
治

Ⅲ
管
理
制
度
を
改
め
よ
う
と
す
る
も
の
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
国
立
大
学
に
お
い
て
も
、
一
般
の
行

に
含
ま
れ
て
い
る
問
題
点
に
つ
い
て
述
ぺ
る
。

(c） (b） (a）

主
張
し
て
い
る
。

政
機
関
と
同
じ
よ
う
に
文
部
大
臣
ｌ
学
長
ｌ
学
部
長
（
部
局
長
）
の
系
統
で
符
理
を
貫
く
べ
き
で
あ
る
と

大
学
管
理
の
改
革
が
ど
の
よ
う
な
理
由
に
基
づ
い
て
主
張
さ
れ
て
い
る
か
を
ま
ず
明
ら
か
に
し
、
つ
い
》
て
そ
こ

あ
る
こ
と
。

国
費
饅
て
設
立
運
営
さ
れ
て
い
る
国
立
の
大
学
に
つ
い
て
は
、
も
う
少
し
文
部
大
臣
の
監
督
の
権
限
が
認
め

戦
後
、
大
学
の
数
が
非
常
に
ふ
え
、
そ
の
目
的
や
性
格
が
変
っ
た
こ
と
。

現
在
多
く
の
大
学
で
は
、
そ
の
管
理
が
ま
ち
ま
ち
・
て
あ
る
か
ら
、
こ
れ
に
適
正
な
基
準
を
与
え
る
必
要
が

10



(ﾛ）以
外
の
権
威
や
権
力
、
と
く
に
政
治
的
権
力
に
よ
っ
て
制
約
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
第
二
に
、
こ

す
る
学
問
の
自
由
の
精
神
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
り
、
法
律
も
ま
た
そ
の
こ
と
の
確
認
の
う
え
に
立
っ
て
い

ん
に
ち
の
学
問
は
高
度
か
つ
精
密
に
発
達
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
大
学
に
お
い
て
い
か
な
る
方
法
で
研
究
し

に
、
学
問
の
研
究
と
教
授
は
、
つ
ね
に
学
問
的
真
理
に
忠
実
な
立
場
で
お
こ
な
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
学
問

政
府
の
承
認
を
も
か
ち
と
っ
て
、
慣
行
と
し
て
確
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
憲
法
の
保
障

る
｡

調
整
を
行
な
う
べ
し
と
す
る
立
場
を
と
る
も
の
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
考
え
方
に
立
脚
し
て
い
る
。

的
を
達
す
る
た
め
に
必
要
な
制
度
と
し
て
、
長
い
経
験
に
基
づ
き
、
や
が
て
社
会
の
支
持
を
え
る
と
と
も
に
、

大
学
自
治
の
原
則
が
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
た
ら
な
い
の
は
、
主
と
し
て
つ
ぎ
の
二
つ
の
理
由
に
よ
る
。
第
一

大
学
の
目
的
は
、
専
門
的
な
高
度
の
学
問
の
研
究
と
そ
の
成
果
の
教
授
に
あ
る
。
大
学
の
自
治
は
、
こ
の
目

多
く
の
大
学
の
慣
行
に
お
け
る
よ
う
に
、
教
授
会
の
自
治
を
中
心
と
し
、
評
議
会
に
お
い
て
全
学
的
な
統
一

ら
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
。

「
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教
授
す
る
か
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
の
研
究
者
が
最
も
よ
く
判
断
し
う
る
か
ら
で
あ
る
。
し
ば
し
ば
、
外
部
か

ら
み
れ
ば
、
学
問
の
研
究
が
い
た
ず
ら
に
無
用
の
努
力
を
積
み
重
ね
て
い
る
よ
う
に
み
え
た
り
、
と
き
に
は
時

あ
る
か
ど
う
か
は
、
専
門
の
研
究
者
の
判
断
に
ま
つ
の
が
も
っ
と
も
適
当
で
あ
る
。

り
具
体
的
に
は
、
教
授
会
が
大
学
の
管
理
運
営
に
つ
い
て
の
基
本
的
機
関
で
あ
る
こ
と
を
基
調
と
し
て
実
現
さ

け
る
行
政
的
事
務
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
が
研
究
と
教
育
と
に
実
質
的
に
関
係
す
る
も
の
で
あ
る
以
上
、
教
授
会

の
こ
と
が
学
問
研
究
の
不
可
欠
の
ス
テ
ッ
プ
で
あ
る
か
ど
う
か
、
ま
た
そ
れ
が
学
問
的
真
理
に
忠
実
な
も
の
で

觜
の
政
治
的
な
い
し
社
会
的
要
求
に
そ
わ
な
い
結
論
が
だ
さ
れ
る
よ
う
に
み
え
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、
そ

れ
る
も
の
で
あ
る
。
学
問
の
研
究
と
そ
の
教
授
と
は
、
大
学
教
員
の
真
理
と
良
心
と
に
た
い
す
る
忠
誠
な
ら
び

が
責
任
を
も
つ
の
は
、
当
然
の
こ
と
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

研
究
と
そ
の
教
授
に
最
善
の
体
制
を
と
と
の
え
て
い
く
自
律
的
な
規
制
の
機
関
が
教
授
会
で
あ
る
。
大
学
に
お

に
深
い
専
門
的
判
断
に
よ
っ
て
遂
行
さ
る
べ
き
も
の
で
、
相
互
に
対
等
の
立
場
に
立
ち
な
が
ら
合
意
に
よ
っ
て

大
学
自
治
の
原
則
は
、
こ
の
よ
う
な
理
由
に
基
づ
い
て
尊
重
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
原
則
は
ょ

1２



②
い
わ
ゆ
る
法
制
化
の
問
題

提
起
さ
れ
て
い
る
。

(a）

⑪
大
学
の
管
理
運
営
は
、
他
の
行
政
官
庁
に
お
け
る
そ
れ
と
は
異
な
り
、
文
部
大
臣
ｌ
学
長
ｌ
学
部
長
蔀

具
体
的
主
張
が
な
さ
れ
て
い
る
。

(c）

大
学
管
理
改
革
の
問
題
は
、
現
在
の
法
制
に
欠
隅
が
あ
り
、
整
備
の
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
形
で

大
学
の
自
治
、
研
究
の
自
由
、
お
よ
び
教
授
会
に
関
す
る
以
上
の
よ
う
な
根
本
精
神
か
ら
、
つ
ぎ
の
よ
う
な

局
長
｝
１
教
員
の
系
統
で
管
理
が
行
な
わ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
。

臣
に
任
命
権
が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
文
部
大
臣
に
当
然
に
拒
否
権
を
も
認
め
る
こ
と
に
は
な
ら
ず
、
大
学

し。
。

の
人
事
が
自
治
的
に
行
な
わ
れ
る
べ
き
こ
と
は
、
大
学
の
人
事
行
政
に
内
在
す
る
合
理
的
要
求
夢
て
あ
る
。

学
長
、
学
部
長
（
部
局
長
）
お
よ
び
教
員
の
人
事
は
天
下
り
的
な
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
文
部
大

こ
ん
に
ち
の
大
学
に
お
い
て
も
そ
の
目
的
の
中
核
が
学
問
の
研
究
と
そ
の
教
授
に
あ
る
こ
と
は
変
ら
な

命

の

Ｇ
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回
こ
れ
に
対
し
て
立
法
化
、
と
く
に
早
急
な
立
法
化
は
適
当
で
な
い
と
す
る
意
見
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
理
由

Ⅲ
大
学
管
理
の
法
制
を
整
備
す
る
た
め
立
法
の
必
要
が
あ
る
と
主
張
す
る
も
の
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
点
を
指
摘
す

⑪
現
在
、
大
学
管
理
に
関
す
る
法
規
は
、
い
く
つ
か
の
法
律
・
省
令
に
別
々
に
規
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を

(c） (a）

フ（）○特
例
法
、
国
立
大
学
の
評
議
会
に
関
す
る
暫
定
措
置
に
関
す
る
規
則
）
、
こ
れ
ら
は
恒
久
的
な
法
律
に
す
る

統
一
的
な
法
典
に
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

必
要
が
あ
る
。

も
の
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
学
長
選
考
の
具
体
的
方
法
に
つ
い
て
は
規
定
が
な
い
し
、
そ
の
権
限
も
「
校
務

が
あ
る
の
も
、
一
部
は
こ
の
よ
う
な
法
制
上
の
欠
隔
に
基
づ
く
。

を
掌
り
所
属
職
員
を
統
督
す
る
」
と
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
大
学
管
理
が
円
滑
に
行
な
わ
れ
て
い
な
い
例

現
行
の
法
令
の
左
か
に
は
暫
定
的
で
将
来
の
立
法
を
予
想
し
た
も
の
が
あ
る
が
（
た
と
え
ば
教
育
公
務
員

現
在
、
大
学
の
管
理
運
営
に
つ
い
て
は
法
規
の
明
文
を
欠
く
も
の
、
あ
る
い
は
そ
の
趣
旨
の
明
確
で
な
い

、

０

」
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(a）

を
述
べ
る
。

基
づ
き
基
本
的
に
は
教
授
会
・
評
議
会
の
意
志
に
し
た
が
っ
て
行
な
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
他
方
、
行

万
全
で
な
い
こ
と
も
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
問
題
は
、
大
学
の
自
治
、
お
よ
び
こ
れ
に

由
来
す
る
大
学
行
政
の
特
色
と
の
関
連
に
お
い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

標
準
が
と
ら
れ
た
と
し
て
も
、
不
当
と
は
い
え
な
い
し
、
む
し
ろ
そ
れ
が
好
ま
し
い
場
合
さ
え
あ
る
。
そ
れ

政
事
務
の
性
質
上
、
学
長
・
学
部
長
が
適
宜
判
断
し
て
処
理
し
な
け
れ
ば
、
能
率
的
な
運
営
を
行
な
い
に
く

お
よ
そ
法
規
で
は
規
律
》
て
き
な
い
性
質
の
も
の
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
。
そ
し
て
現
在
の
法
制
が
必
ず
し
も

か
た
ち
で
定
め
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
。
各
大
学
の
規
模
、
伝
統
な
ど
の
違
い
に
し
た
が
っ
て
、
異
な
っ
た

か
な
る
事
項
を
学
長
・
学
部
長
が
決
め
る
こ
と
に
し
た
ほ
う
が
い
い
の
か
、
か
な
ら
ず
し
も
一
律
に
明
確
な

い
面
も
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
限
界
、
す
な
わ
ち
、
ど
の
よ
う
な
事
項
を
教
授
会
・
評
議
会
が
決
定
し
、
い

現
在
》
て
も
大
学
管
理
の
大
綱
は
す
て
に
あ
る
程
度
成
文
で
規
定
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
大
学
櫛
班
制
度
は

大
学
の
行
政
事
務
は
、
直
接
間
接
に
研
究
と
教
育
と
に
関
係
す
る
面
が
多
い
か
ら
、
大
学
自
治
の
趣
旨
に

Ｃ
ｌ

⑥
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(b） 難
で
あ
り
、
大
綱
だ
け
を
規
定
す
る
に
し
て
も
、
多
か
れ
少
な
か
れ
漠
然
と
し
た
規
定
に
左
ら
ざ
る
を
え
た

会
を
墳
末
な
事
項
に
つ
い
て
ま
で
の
議
決
機
関
と
す
る
と
、
す
べ
て
の
事
項
が
そ
こ
で
審
議
さ
れ
る
よ
う
に

規
定
す
る
と
学
長
・
学
部
長
は
そ
の
権
限
を
専
断
的
に
行
使
す
る
お
そ
れ
が
生
ず
る
。
ま
た
教
授
会
・
評
議

な
り
、
能
率
的
な
運
営
が
妨
げ
ら
れ
る
こ
と
に
も
な
る
。

か
え
っ
て
権
限
の
乱
用
を
ま
ね
く
お
そ
れ
さ
え
あ
る
。
た
と
え
ば
学
長
・
学
部
長
の
権
限
事
項
を
具
体
的
に

は
な
く
、
全
体
と
し
て
の
大
学
の
自
治
が
円
滑
に
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
弾
力
的
な
態
度
を
と
ら
な
け
れ
ば
左

ら
な
い
。
大
学
の
行
政
に
は
、
こ
の
よ
う
な
特
色
が
あ
る
た
め
、
一
律
に
具
体
的
な
規
制
を
す
る
こ
と
は
困

だ
け
て
な
く
、
一
応
学
長
・
学
部
長
の
権
限
に
属
す
る
と
さ
れ
た
場
合
で
も
、
学
長
・
学
部
長
が
専
断
的
に

そ
の
権
限
を
行
使
す
る
こ
と
は
必
ず
し
も
妥
当
で
な
く
、
教
授
会
・
評
議
会
の
意
向
を
確
か
め
る
手
続
き
を

と
り
、
そ
の
意
思
を
尊
重
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
教
授
会
も
機
械
的
に
そ
の
意
思
を
決
定
す
る
べ
き
で

し。
○

他
方
、
大
学
の
各
機
関
の
権
限
を
あ
ま
り
一
律
に
形
式
的
に
規
定
す
る
と
、
円
滑
な
運
営
が
妨
げ
ら
れ
、

ｑ

」

９
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側
い
わ
ゆ
る
大
学
差
別
化
の
問
題

Ⅲ
右
の
よ
う
な
主
張
を
す
る
も
の
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
る
。

設
立
さ
れ
た
大
学
あ
る
い
は
大
学
院
の
な
い
大
学
に
つ
い
て
は
別
個
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
議
論
が

あ
る
。 (c）

管
理
体
制
の
強
化
、
法
制
の
整
備
は
、
す
べ
て
の
大
学
に
関
し
て
必
要
だ
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
戦
後
に

(a） 律
で
規
定
し
て
も
、
ど
の
程
度
に
運
用
上
の
欠
陪
を
是
正
で
き
る
か
疑
問
で
あ
り
、
是
正
で
き
る
も
の
が
あ

育
成
し
う
る
よ
う
な
適
切
な
方
法
を
講
じ
る
こ
と
が
妥
当
と
思
わ
れ
る
。

し
て
い
く
に
は
、
む
し
ろ
、
教
員
各
自
の
自
戒
を
促
が
す
と
と
も
に
、
各
大
学
が
連
帯
し
て
健
全
な
慣
行
を

る
と
し
て
も
、
そ
の
反
面
の
弊
害
を
考
え
る
と
、
妥
当
な
処
置
と
は
い
い
が
た
い
ｃ
運
用
上
の
欠
陪
を
な
お

ほ
と
ん
ど
新
し
く
設
け
ら
れ
た
大
学
で
あ
る
。

た
し
か
に
、
現
在
管
理
運
営
が
妥
当
に
行
な
わ
れ
て
い
な
い
事
例
が
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
た
い
が
、
法

現
在
大
学
の
管
理
運
営
が
妥
当
に
行
な
わ
れ
て
い
な
い
い
く
つ
か
の
例
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は

ワ

｡

の

Ｖ
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回
こ
れ
に
対
し
て
、
管
理
制
度
に
関
し
て
大
学
に
差
別
を
設
け
る
べ
き
で
な
い
と
い
う
意
見
は
つ
ぎ
の
よ
う
な

(a）(b） (b）

理
由
を
述
べ
る
。

左
運
営
が
な
さ
れ
て
い
る
。
他
方
、
古
く
か
ら
あ
る
大
学
に
も
運
営
上
の
問
題
が
な
い
と
い
え
な
い
の
で
あ

り
、
ま
た
、
自
治
の
経
験
の
豊
か
で
な
い
人
た
ち
が
い
た
こ
と
も
否
定
で
き
な
い
。
し
か
し
問
題
に
さ
れ
て

立
さ
れ
、
円
滑
な
運
営
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。

り
、
社
会
の
側
か
ら
あ
る
規
制
を
受
け
る
の
は
当
然
で
あ
る
。

こ
ろ
が
大
き
い
。
新
た
に
設
け
ら
れ
た
大
学
に
も
、
か
す
に
時
を
も
っ
て
す
れ
ば
、
同
じ
た
う
な
慣
行
が
雁

っ
て
、
お
お
む
ね
支
障
な
く
運
営
さ
れ
て
い
る
の
は
、
長
い
間
の
経
験
の
蓄
積
と
慣
行
の
確
立
と
に
よ
る
と

い
る
よ
う
な
事
例
は
き
わ
め
て
例
外
的
な
場
合
な
の
で
あ
っ
て
、
大
部
分
の
新
し
い
大
学
で
は
、
ほ
ぼ
円
滑

戦
後
に
設
け
ら
れ
た
い
わ
ゆ
る
新
制
大
学
も
、
「
学
術
の
中
心
と
し
て
、
広
く
知
識
を
授
け
る
と
と
も
に
、

た
し
か
に
戦
後
新
た
に
設
け
ら
れ
た
大
学
で
は
、
学
内
の
意
志
の
疎
通
が
十
分
で
な
か
っ
た
場
合
が
あ

い
わ
ゆ
る
新
制
の
大
学
は
戦
前
の
大
学
と
こ
と
な
り
、
「
社
会
制
度
」
と
し
て
の
性
格
が
強
く
な
っ
て
方

▲

△

□
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三
個
々
の
問
題

(1)Ⅲ
教
員
の
選
考
教
員
の
選
考
に
つ
い
て
は
、
学
部
長
が
教
員
選
考
委
員
を
設
け
る
な
ど
の
方
法
で
教
員
適

教
員
・
学
部
長
・
学
長
の
選
考
と
任
命

格
者
を
選
び
、
教
授
会
に
諮
っ
て
候
補
者
を
学
長
に
推
薦
し
、
学
長
は
学
部
長
か
ら
推
薦
の
あ
っ
た
者
を
著
し

く
不
適
当
と
認
め
た
と
き
は
評
議
会
に
諮
っ
て
学
部
に
再
選
出
を
求
め
る
よ
う
に
す
る
べ
き
だ
と
い
う
考
え
が

で
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
ど
う
い
う
対
策
を
講
じ
た
が
い
い
か
は
一
つ
の
問
題
で
あ
る
。
し

す
」
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
い
わ
ゆ
る
大
学
院
大
学
だ
け
が
主
な
学
術
研
究
の
機
関
だ
と
い

深
く
専
門
の
学
芸
を
教
授
研
究
す
る
」
も
＠
て
あ
っ
て
、
小
学
校
や
中
学
校
の
よ
う
に
、
単
に
「
教
育
を
施

う
わ
け
で
は
な
い
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
新
し
く
設
け
ら
れ
た
大
学
の
左
か
に
は
、
人
的
物
的
な
施
設
が
十
分

う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

か
し
こ
の
大
学
の
編
成
の
問
題
と
、
大
学
管
理
制
度
と
は
別
個
の
問
題
で
あ
っ
て
両
者
を
混
同
し
な
い
よ

●

Ｅ、

ｑ
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川
学
長
の
選
考
学
長
の
選
考
に
つ
い
て
は
、
評
議
会
で
複
数
の
学
長
適
格
者
を
学
の
内
外
か
ら
選
び
、
そ

回
学
部
長
の
選
考
学
部
長
の
選
考
に
つ
い
て
は
、
教
授
会
が
適
格
者
を
選
定
し
、
学
部
長
は
こ
れ
を
学
長

が
あ
る
。

れ
に
つ
い
て
教
授
が
投
票
を
行
な
い
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
評
議
会
が
学
長
候
補
者
を
決
め
る
と
い
う
考
え

あ
ろ
う
。

る
が
、
こ
の
こ
と
は
後
に
の
べ
る
。
教
授
会
に
よ
る
選
出
の
手
続
き
は
各
大
学
の
内
規
に
ゆ
ず
る
の
が
適
当
で

に
推
薦
す
る
が
、
学
長
は
学
部
長
か
ら
推
薦
の
あ
っ
た
者
を
著
し
く
不
適
当
と
認
め
た
と
き
は
評
議
会
に
諮
つ

あ
る
。

て
学
部
に
再
選
出
を
求
め
る
よ
う
に
す
る
べ
き
だ
と
い
う
考
え
が
あ
る
。

る
。

し
か
し
、
学
部
長
の
選
考
は
現
行
制
度
で
十
分
と
思
わ
れ
る
。
問
題
は
選
出
を
行
な
う
教
授
会
の
構
成
で
あ

し
か
し
、
教
員
の
選
考
が
教
授
会
の
議
に
基
づ
い
て
た
さ
れ
る
こ
と
は
大
学
自
治
の
根
幹
を
な
す
も
の
で
あ

Ｑ
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目
教
員
・
学
部
長
・
学
長
の
任
命
（
い
わ
ゆ
る
拒
否
権
に
つ
い
て
）

(３）

者
の
範
囲
は
、
各
大
学
に
よ
っ
て
区
々
で
あ
り
、
研
究
・
教
育
の
責
任
を
負
わ
な
い
も
の
を
含
め
て
い
る
例
が

あ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
も
早
急
に
劃
一
的
規
定
芝
設
け
る
こ
と
に
は
問
題
が
あ
る
。
学
長
選
挙
権
者
の
範

囲
は
、
基
本
的
に
は
大
学
自
治
の
精
神
に
従
っ
て
定
め
ら
れ
る
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

(１） (１）

大
臣
の
拒
否
権
）
の
が
適
当
だ
と
い
う
考
え
が
あ
る
。
そ
の
理
由
と
す
る
と
こ
ろ
は
（
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ

る
｡

当
と
み
と
め
た
と
き
は
、
文
部
大
臣
は
中
央
機
関
の
議
を
経
て
大
学
に
再
選
考
を
求
め
う
る
と
す
る
（
文
部

し
か
し
、
学
長
選
考
の
具
体
的
手
続
き
は
各
大
学
の
内
規
に
ゆ
だ
れ
る
の
が
適
当
で
あ
ろ
う
。
学
長
選
挙
権

教
員
・
学
部
長
お
よ
び
学
長
は
文
部
大
臣
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
る
が
、
文
部
大
臣
が
こ
れ
を
著
し
く
不
適

お
る
例
が
あ
り
、
こ
れ
を
打
開
す
る
の
に
必
要
で
あ
る
。

学
内
対
立
な
ど
の
た
め
に
、
教
員
・
学
部
長
・
学
長
に
適
任
者
芝
え
ら
れ
ず
、
ま
た
は
人
事
が
と
ど
こ

形
式
的
任
命
権
で
は
文
部
大
臣
は
責
任
を
負
え
ず
、
任
命
権
に
は
当
然
拒
否
権
が
含
ま
れ
て
い
る
。

①

Gｂ
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⑪
こ
れ
に
対
し
、
文
部
大
臣
の
拒
否
権
を
否
認
す
る
者
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
主
張
す
る
。

(Ｈ）(１）(１） を
識
ず
べ
き
て
あ
る
。

慣
行
に
よ
り
、
そ
の
任
命
権
は
形
式
的
な
も
の
と
な
り
、
こ
の
こ
と
は
社
会
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
る
と
と

も
に
、
法
律
も
ま
た
そ
の
こ
と
の
確
認
の
う
え
に
立
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

臣
が
責
任
を
負
う
べ
き
筋
合
の
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
点
に
お
い
て
大
学
の
符
班
は
一
般
行
政
官
庁
の
符

胚
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
文
部
大
臣
が
大
学
の
再
選
考
を
求
め
て
も
、
か
え
っ
て
、
こ
れ
に
よ
っ
て

理
と
は
性
質
を
異
に
す
る
。

嚥
益
の
主
さ
つ
を
起
こ
し
、
大
学
の
正
常
な
機
能
を
阻
害
す
る
。
文
部
大
臣
に
拒
否
権
を
み
と
め
る
こ
と

非
常
且
つ
例
外
的
な
事
態
に
具
え
、
拒
否
権
を
制
度
化
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
濫
用
を
抑
制
す
る
措
置

大
学
教
員
の
選
考
は
研
究
と
教
授
の
見
地
か
ら
た
さ
れ
る
べ
き
》
て
あ
る
か
ら
、
そ
の
限
り
で
は
文
部
大

か
つ
て
文
部
大
臣
が
実
質
的
任
命
権
を
行
使
し
た
例
も
あ
っ
た
が
、
大
学
自
治
の
要
請
に
よ
る
多
年
の

大
学
の
管
理
運
営
が
円
滑
に
い
か
な
い
少
数
の
例
が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
祓
法
に
よ
っ
て
こ
れ
を
矯

§

力
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②
機
関
の
構
成
と
権
限

Ⅲ
教
授
会

あ
る
。

そ
の
内
容
も
研
究
と
教
育
と
に
限
定
し
、
行
政
事
務
は
教
授
会
の
審
議
事
項
か
ら
除
外
し
よ
う
と
い
う
考
え
が

し
て
い
な
い
た
め
、
あ
ら
ゆ
る
事
項
を
教
授
会
に
か
け
る
傾
向
が
あ
る
と
い
う
の
で
、
審
議
事
項
を
列
挙
し
、

(Ⅲ）

現
行
法
で
は
教
授
会
は
「
重
要
な
事
項
を
審
議
す
る
」
こ
と
に
な
っ
て
お
り
審
議
事
項
の
範
囲
が
は
っ
き
り

し
か
し
、
前
に
述
べ
た
よ
う
に
大
学
の
行
政
は
直
接
間
接
、
研
究
と
教
育
と
に
関
係
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ

合
も
あ
り
う
る
が
、
そ
の
よ
う
な
措
置
を
と
り
う
る
こ
と
を
制
度
上
の
権
限
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
。

く
危
険
が
あ
る
。

も
し
そ
の
よ
う
に
非
常
か
つ
例
外
的
な
措
置
を
と
り
う
る
こ
と
を
制
度
化
す
る
と
き
は
、
そ
の
乱
用
を
招

は
諺
政
治
的
判
断
の
介
入
な
ら
び
に
党
派
的
任
命
が
行
な
わ
れ
易
く
》
大
学
の
自
治
を
危
う
く
す
る
。

非
常
か
つ
例
外
的
な
場
合
に
非
常
か
つ
例
外
的
な
措
置
を
と
る
こ
と
が
必
ず
し
も
運
注
視
さ
れ
な
い
場

句

、

９
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(ロ

川
評
議
会

題
で
あ
る
か
ら
、
法
令
で
一
律
に
規
定
す
る
の
は
適
当
で
な
い
。

授
の
み
で
構
成
さ
れ
る
か
、
ま
た
は
助
教
授
、
常
勤
講
師
を
も
加
え
う
る
か
は
、
審
議
事
項
と
も
関
連
す
る
問

を
す
べ
て
教
授
会
の
審
議
事
項
か
ら
除
外
す
る
の
は
妥
当
で
な
い
。
現
行
法
の
よ
う
に
「
重
要
な
事
項
」
と

そ
し
て
学
部
長
は
学
部
の
執
行
責
任
者
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

し
、
何
が
重
要
な
事
項
で
あ
る
か
は
、
教
授
会
が
自
主
的
に
判
断
し
て
い
く
方
が
適
当
で
あ
る
。
教
授
会
が
教

の
機
関
だ
と
す
る
の
も
適
当
で
な
い
。

こ
と
か
で
き
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
不
当
で
あ
る
。
他
方
、
学
部
長
を
単
に
教
授
会
の
議
決
を
執
行
す
る
だ
け

学
部
長

学
部
長
の
権
限
に
つ
い
て
は
現
行
法
に
規
定
が
な
い
の
で
、
明
文
の
規
定
を
設
け
よ
と
い
う
考
え
が
あ
る
。

文
部
省
令
は
評
議
会
を
学
長
の
諮
問
機
関
だ
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
中
教
審
の
原
案
等
で
も
こ
れ
を
諮
問
機

し
か
し
、
そ
の
趣
旨
が
教
授
会
の
審
議
事
項
を
限
定
し
、
そ
れ
以
外
の
事
項
は
学
部
長
が
専
断
的
に
行
な
う

｡
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目
学
長

㈱
副
学
長

関
と
し
て
の
み
運
用
す
る
と
い
う
考
え
方
を
と
っ
て
い
る
。

学
自
治
の
見
地
か
ら
み
て
不
当
で
あ
る
。

れ
て
い
る
例
が
多
い
。
こ
の
よ
う
な
運
用
の
実
際
は
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

う
な
意
味
に
お
い
て
、
学
長
を
人
事
と
研
究
・
教
育
の
最
高
責
任
者
と
す
る
趣
旨
で
あ
る
な
ら
ば
、
前
述
の
犬

の
浅
い
大
学
で
は
派
閥
闘
争
を
も
た
ら
す
危
険
が
な
く
は
な
い
。
学
長
の
仕
事
の
負
担
を
減
ら
す
方
法
は
別
に

中
教
審
の
原
案
で
は
必
要
な
大
学
に
副
学
長
の
よ
う
な
学
長
補
佐
機
関
を
設
け
る
べ
き
だ
と
し
て
い
る
。

学
長
は
「
最
高
責
任
者
」
て
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
主
張
が
あ
る
。

し
か
し
、
現
在
の
慣
行
で
は
全
学
に
関
す
る
重
要
な
事
項
に
関
し
て
は
評
議
会
は
議
決
機
関
と
し
て
運
用
さ

し
か
し
、
右
の
主
張
が
評
議
会
を
諮
問
機
関
と
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
、
普
通
の
行
政
官
庁
の
長
と
同
じ
ょ

し
か
し
、
副
学
長
の
制
度
を
設
け
る
こ
と
は
、
学
長
の
責
任
の
所
在
を
不
明
確
に
し
、
ま
た
、
自
治
の
経
験

●

●

「
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か
つ
た
が
、
原
則
と
し
て
、
研
究
所
は
学
部
に
、
研
究
所
長
は
学
部
長
に
、
研
究
所
の
教
員
は
学
部
の
教
員
に
準
じ

側
中
央
機
関

て
考
え
て
い
る
と
解
さ
れ
た
い
。

以
上
の
問
題
点
の
叙
述
に
お
い
て
は
、
研
究
所
及
び
そ
の
教
員
に
つ
い
て
い
ち
い
ち
と
く
に
触
れ
る
こ
と
を
し
た

諮
問
す
る
も
の
と
し
て
い
る
。

用
を
防
止
す
る
役
割
を
演
じ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

部
省
に
中
央
審
議
会
を
付
置
し
、
文
部
大
臣
が
、
大
学
に
た
い
す
る
監
督
権
を
行
使
す
る
に
あ
た
っ
て
、
こ
れ
に

制
度
」
て
あ
る
以
上
、
大
学
に
た
い
し
て
社
会
や
世
論
の
側
か
ら
な
さ
れ
る
要
望
を
こ
の
機
関
に
反
映
し
よ
う
と

い
う
趣
旨
で
あ
り
、
第
二
は
、
文
部
大
臣
が
大
学
教
員
の
任
命
に
関
し
て
拒
否
権
を
行
使
す
る
場
合
に
、
そ
の
乱

考
え
ら
れ
る
。

大
学
管
理
を
強
化
す
べ
し
と
い
う
提
案
の
な
か
に
、
中
央
機
関
の
新
設
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
文

中
央
機
関
を
必
要
と
す
る
理
由
は
、
大
別
し
て
二
つ
の
点
に
求
め
ら
れ
る
と
思
う
。
第
一
は
、
大
学
も
一
「
社
会

｡
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な
く
、
学
問
・
教
育
に
す
ぐ
れ
た
識
見
を
有
す
る
人
を
広
い
分
野
か
ら
迎
え
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

設
け
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の
人
選
に
あ
た
っ
て
も
、
国
立
大
学
が
独
自
の
立
場
か
ら
単
に
大
学
の
教
員
だ
け
で

そ
の
乱
用
を
こ
の
種
の
機
関
に
よ
っ
て
防
止
で
き
る
か
ど
う
か
を
考
え
て
み
る
に
、
も
し
、
中
央
審
議
会
の
委
員

や
目
的
か
ら
見
て
、
と
う
て
い
納
得
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。
か
り
に
、
拒
否
権
を
み
と
め
る
立
場
に
立
っ
て
、

を
立
場
か
ら
広
く
世
論
に
耳
を
傾
け
る
べ
き
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
も
し
、
こ
の
種
の
審
議
会
が
ど
う
し
て
も

必
要
だ
と
い
う
な
ら
ば
、
む
し
ろ
、
国
立
大
学
の
連
絡
の
役
を
行
な
う
国
立
大
学
協
会
の
ご
と
き
自
主
的
機
関
に

呆
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
、
大
学
は
不
偏
不
党
の
態
度
と
専
門
的
な
判
断
に
基
づ
い
て
、
常
に
自
由

と
は
必
ず
し
も
適
当
と
は
い
い
え
な
い
。
大
学
の
社
会
的
責
任
の
中
心
は
学
問
の
研
究
と
教
育
の
成
果
芝
通
じ
て

て
特
殊
な
社
会
制
度
で
あ
る
以
上
、
一
般
の
行
政
機
関
に
設
け
ら
れ
る
よ
う
な
審
議
会
を
通
じ
て
世
論
を
聴
く
一
一

第
一
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
大
学
は
「
社
会
制
度
」
の
一
つ
で
あ
る
に
し
て
も
、
そ
の
本
来
の
機
能
か
ら
い
つ

つ
ぎ
に
、
第
二
の
点
に
つ
い
て
は
、
す
て
に
述
べ
た
よ
う
に
、
文
部
大
臣
の
拒
否
権
そ
の
も
の
が
大
学
の
自
治

し
か
し
、
こ
の
二
つ
の
理
内
に
は
少
な
か
ら
ぬ
疑
点
が
あ
る
。

④

⑪
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ま
た
、
審
議
会
が
政
府
ま
た
は
文
部
大
臣
か
ら
完
全
に
独
立
し
て
、
文
部
大
臣
を
拘
束
す
る
よ
う
な
性
格
の
機
関

が
総
理
大
臣
ま
た
は
文
部
大
臣
の
選
択
に
よ
る
と
さ
れ
る
な
ら
ば
、
こ
の
種
の
抑
止
的
役
割
は
期
待
で
き
な
い
。

自
治
の
見
地
か
ら
み
る
と
、
重
大
な
問
題
を
含
ん
で
い
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

か
し
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
中
央
機
関
が
個
々
の
大
学
の
人
事
に
介
入
し
う
る
よ
う
な
権
限
を
も
つ
こ
と
は
、
大
学

に
な
る
な
ら
ば
、
文
部
大
臣
が
責
任
を
負
い
う
る
体
制
と
い
う
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
成
立
し
な
い
て
あ
ろ
う
。
し

ﾛ
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